














































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































会」（Holstein & Guburium １９９５＝２００４：１５［元々は，D. Silverman による表現］）と呼ぶべき状況にある。
（３）例えば，クヴェールたちの Inter Views（Kvale １９９６，Kvale & Brinkmann ２００８）は，近年の欧米での達成を
ふまえて，質的インタビュー調査をめぐる理論上，方法上，実践上の諸問題を包括的系統的に論じた上で，
「穏健なポストモダニズム」の立場から，あり得べき質的インタビュー調査の方向性を示した好著で，教え
られるところが多い。本稿でも大いに参照した。グブリアムとホルスタインの編集による Handbook of Interview
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